
・概要
映画やアニメには、カメラワークを用いた場面の効
果的な描写手段がある。
我々カメラ班は目的は生成された物語を効果的に描
写するために、既存のカメラワークを分析し、生成
された物語にあうように再現することである。

・活動内容
カメラ班の活動内容は、映画「呪怨」をは
じめとしたおよそ3500カットに及ぶカメラ
ワークの分析や、カメラワークに存在する
意味合いの学習、カメラワークアルゴリズ
ムの構想及び実装である。

中間発表までに分類した
8種類のカメラワーク

・ロングショット
・フルショット
・ミディアムロングショット
・バストアップショット
・ミディアムクローズショット
・クローズアップショット
・ズームアウトショット
・肩越しショット
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・カメラワークアルゴリズム

場面の情報からルールベースで合致するものを検索する

・カメラワーク分析

カメラワークには
それぞれに
固有な意味合い
がある。
適切なカメラワー
クは物語の理解を
しやすくする。

分析した作品
呪怨
新耳袋
鬼談百景
Fate/Zero

Fate/Apocrypha
ジョジョの奇妙な冒険
第一部および第二部

この場合ロングショット
やミディアムクローズ
ショットが選ばれる

分析結果ルールベース

２

この人物が主体

移動している

ホラーシーン

その場に２人いる

物語から取得する情報

誰が主体か

どの様なアクションをしているか

OR
シーンの意味合い

その場にいる人数

ロングショット
場面全体が映るように引きで映す
ショット。
場面の雰囲気を伝えることに適し
ているが、登場人物の表情などは
読み取れない。

ミディアムクローズショット
主体となる人物の胸の上から顔を
映すショット。
主体となる人物の表情が鮮明に見
てとれるが、場面全体の状態など
は読み取れない。

生成されたカメラワーク


